別記様式第１号（第５関係）【記入例】

高知市技能功労者表彰推薦書
令和８年７月１日
高知市長　様
推薦者
	団体名称
	　高知県〇〇料理技術振興協会

	代表者職・氏名
	　会長　　桂　浜太郎　　　　　　　　　　　　（担当者）　桂　浜太郎

	住所
	〒780-1111
高知県高知市本町〇丁目〇番〇号

	電話番号
	　088-123-4567
	FAX番号
	　088-123-4560

	Eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	　◇◇@kochi-〇〇〇.or.jp

	推薦者概要
	組合加盟事業所数　　　〇〇事業所　　　組合加盟事業所従業員総数　　　　◇◇◇人


高知市技能功労者表彰規則第４条の規定により、次の者を高知市技能功労者表彰の対象者として推薦します。
１　推薦する技能者について
	フリガナ
	　ｺｳﾁ　　ﾀﾛｳ
	生年月日
	昭和43年6月15日

	氏　　名
	　高知　太郎
	満年齢
	　　　　58歳（R8.11.10現在）

	技能職種
	　調理技能者（和食）
	雇用形態
	勤務　　・　　自営

	現住所
	〒780-0000
高知市●●町●丁目●番●号

	電話番号
	088-000-0000
	Eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	sample@example.jp



２　推薦する技能者の現在の勤務先について
	事業所名
	　有限会社土佐料理〇〇

	所在地
	〒780-0000
高知市●●町●丁目●番●号

	電話番号
	　088-111-1111
	FAX番号
	　088-111-1112

	Eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	　info@example.co.jp



３　推薦する技能者の職歴について
	勤務先
	役職・職種
	在職期間
	在職年月数

	例）　㈱●●●●
	●●技能者
	自　　　19●●　年　４　月　　　日
	●
	年
	●
	月

	
	
	至　　  2026　  年　 11月  ●●日
	
	
	
	

	土佐割烹○○　
	見習い調理師
	自　　　1986年04月01日
	7
	年
	0
	月

	
	
	至　　  1993年03月31日
	
	
	
	

	有限会社土佐料理〇〇
	和食調理師
	自　　　1993年04月01日
	13
	年
	0
	月

	
	
	至　　  2006年03月31日
	
	
	
	

	有限会社土佐料理〇〇
	副料理長
	自　　　2006年04月01日
	8
	年
	0
	月

	
	
	至　　  2014年03月31日
	
	
	
	

	有限会社土佐料理〇〇
	料理長
	至　　  2014年04月01日
	12
	年
	7
	月

	
	
	至　　  2026年11月10日
	
	
	
	

	技能に関する職歴の通算年数
	40
	年
	7
	月


【記入例】

４　推薦の総括理由
推薦する理由を総括的に記載してください。なお、詳細は５以降の各欄に記載してください。
	高知氏は、約40年にわたり和食調理の業務に従事し、土佐の旬の魚介類、野菜、だし文化を生かした料理の提供を通じて、本市の食文化の継承及び地域産業の振興に大きく貢献してきた者である。特に、素材の持ち味を最大限に引き出す包丁技術、だしの調整、焼き・煮方・盛付けに関する技能に優れ、長年にわたり料理長として店舗の品質を支えてきた。
また、若手調理人に対する日常的な実地指導に加え、地元食材の活用方法や衛生管理を含めた体系的な育成を行い、後進技能者の育成及び技能継承にも顕著な実績を有する。さらに、地元食材を用いた献立づくりや地域行事への協力を通じて、本市の食の魅力発信と市民生活の向上に寄与しており、勤務実績、社会的信望及び模範性のいずれの面から見ても、高知市技能功労者表彰の対象者としてふさわしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



５　技能の卓越性【選考要領４－１（１）】
推薦する技能者の優れた技能を基礎付ける具体的事実について、時期、内容、実績等を記載してください。
例：高度な技能、独自の工夫、受賞歴、施工実績、作品、資格等
	番号
	時　期
	具体的事実、内容及び実績
	添付資料番号

	1
	H24年11月
	専門調理師・調理技能士（日本料理）の資格を取得し、日本料理に関する高度な知識及び技能を客観的に証明している。以後、資格に裏付けられた技能を基礎として、会席料理、祝い膳、法要料理等、場面に応じた献立構成と安定した調理品質を実現している。
	１　2

	2
	R3年～
	地元食材を活用した季節会席の開発に継続して取り組み、四方竹、土佐あかうし、県産鮮魚、ゆず等を用いた献立を構成している。観光客及び市民に対し、土佐の食文化を体現する料理を提供し、店舗紹介記事等でも高い評価を受けている。
	3　6

	3
	　
	　


	



６　後進技能者の指導育成及び技能継承への寄与【選考要領４－１（２）】
推薦する技能者が、後進技能者の育成、指導又は技能継承に寄与した具体的事実について、時期、内容、実績等を記載してください。例：社内指導、講師歴、技能講習、後継者育成、教材作成等
	番号
	時　期
	具体的事実、内容及び実績
	添付資料番号

	1
	H26年～
	料理長就任後、新人調理人に対し、包丁の扱い、魚の下処理、だしの引き方、盛付けの基本、衛生管理等について、日々の業務を通じて継続的に指導している。特に、工程ごとに実演と反復を組み合わせた指導方法を採用し、基礎技能の定着を図っている。
	4

	2
	R元年～
	社内研修において若手調理人向けの講師を務め、季節食材の扱い方、献立作成、衛生管理、接客を意識した料理提供等について指導を行っている。これまでに複数名の若手調理人を一人前として育成し、うち2名は現在、各持ち場の責任者として従事している。
	4　5

	3
	　
	

　
	　


【記入例】

７　技能を通じた本市の産業又は市民生活への貢献【選考要領４－１（３）】
推薦する技能者が、技能を通じて本市の産業又は市民生活に貢献した具体的事実について、時期、内容、実績等を記載してください。例：地域産業への寄与、市民生活を支える役務、地域活動、災害対応、伝統技能の継承等
	番号
	時　期
	具体的事実、内容及び実績
	添付資料番号

	1
	H28年～
	地元生産者及び市場関係者と連携し、市内で生産・水揚げされた食材を積極的に活用することで、地産地消の推進に寄与している。店舗の献立や紹介資料等において産地や食材の特徴を伝える工夫を行い、本市の食の魅力発信に貢献している。
	6

	2
	R2年～R7年
	地域行事、食のイベント、観光客向けの企画等において和食調理を担当し、土佐の食文化を分かりやすく伝える役割を果たしている。市民及び来訪者に対し、本市の食文化への理解促進と地域の魅力向上に寄与している。
	6　7

	3
	R6年1月
	地域の炊き出し支援に協力し、大量調理の経験を生かして安全かつ円滑な食事提供に従事した。衛生面に配慮しながら、温かい食事の提供を行い、市民生活の支援に貢献した。
	7



８　勤務実績、社会的信望その他模範となる事情【選考要領４－１（４）】
推薦する技能者が他の技能者の模範であることを基礎付ける具体的事実について、時期、内容、実績等を記載してください。例：永年勤続、誠実な勤務、法令順守、地域又は業界における信望、所属団体の役職歴等
	番号
	時　期
	具体的事実、内容及び実績
	添付資料番号

	1
	S61年4月～S8年11月
	和食調理の業務に40年以上継続して従事し、長年にわたり誠実な勤務態度と安定した技能発揮により、事業所の信用維持に貢献している。遅刻・欠勤が少なく、衛生管理や安全管理の徹底にも努め、職場内外から厚い信頼を得ている。
	なし

	2
	H30年4月～
	料理長として、若手調理人だけでなく接客担当者や仕入れ担当者とも円滑に連携し、店舗運営全体の質の向上に貢献している。職場内の信望が厚く、事業所内で指導的立場を担っている。　
	なし

	3
	R2年4月～
	業界団体の活動にも協力し、地域の食文化振興に対して積極的な姿勢を示している。調理技術だけでなく、職業倫理、後進育成、地域貢献の面でも他の技能者の模範となっている。
	8



９　引き続きその職業に従事するか、又は同一職業の指導的立場にあることについて（規則第２条第４号）
	①　引き続き同一職業に従事予定である。（健康状態等により就業が維持できない、転職する、廃業するなどの予定がない。）
	はい　・　いいえ

	②　同一職業の指導的立場にある場合、その内容を具体的に記載してください。

	






【記入例】

10　特記事項
前各欄に記載したもののほか、審査に当たり特に参考となる事項がある場合は記載してください。
	対象者は、伝統的な和食の技能を基礎としつつ、地元食材の魅力を引き出す献立づくりに継続して取り組んでいる。また、技能の伝承においては、感覚に頼りがちな技術を言語化・文書化して若手が学びやすい環境づくりを進めており、技能継承の面でも高く評価できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



11　添付資料一覧
推薦書に記載した内容を確認することができる資料を記載してください。
	資料番号
	資料名
	対応する項目
	資料の概要

	1
	調理師免許証の写し
	２
	　調理師としての資格を確認する資料

	2
	専門調理師・調理技能士（日本料理）資格証の写し
	２
	　日本料理に関する高度な技能資格を確認する資料

	3
	献立表及び料理写真
	２
	　対象者が手がけた料理内容及び技能水準を確認する資料

	4
	新人指導記録・育成計画書
	３
	　後進技能者への日常的な指導実績を確認する資料

	5
	社内研修実施記録・指導資料
	３
	　講師歴及び技能継承の取組を確認する資料

	6
	地元食材活用イベント資料・店舗紹介記事
	４
	　本市の産業振興及び食文化発信への貢献を確認する資料

	7
	地域行事協力記録・炊き出し実施資料
	４
	　市民生活への貢献を確認する資料

	８
	推薦団体における役職歴が分かる資料
	５
	社会的信望及び模範性を確認する資料

	9
	
	
	

	10
	
	
	


※「対応する項目」欄には、１「共通」、２「技能の卓越性」、３「後進技能者の指導育成及び技能継承」、４「本市の産業又は市民生活への貢献」、５「模範性」のいずれかの番号を記載してください。
（注）
１　各記載欄には、審査項目に対応する具体的事実、時期、内容及び実績を記載してください。
２　各記載欄には、当該記載内容を確認することができる添付資料の番号を必ず記載してください。
３　記載欄が不足する場合は、任意様式により追加してください。この場合においても、追加資料には該当する項目名を明記してください。
４　各記載欄が空欄である場合は不備として取り扱います。やむを得ず該当する事実がない場合は、「該当なし」と記載した上で、その理由を簡潔に記載してください。
５　添付資料は、推薦書に記載した内容を客観的に確認することができるものを添付してください。
６　添付資料の例は、選考要領第４第１項各号に掲げる事項の区分に応じ、おおむね次のとおりです。
(1) 技能の卓越性
　　資格証、免許証、技能検定合格証書、認定証、表彰状、感謝状、新聞記事、業界誌記事、作品写真、施工実績資料、製品カタログ、特許又は実用新案に関する資料その他技能の卓越性を確認することができる資料
(2) 後進技能者の指導育成及び技能継承への寄与
　　講師歴、研修実績、指導記録、教材、育成実績資料、技能講習会等への従事記録、後継者育成に関する資料その他後進技能者の指導育成又は技能継承への寄与を確認することができる資料
(3) 技能を通じた本市の産業又は市民生活への貢献
　　地域活動記録、団体活動記録、災害対応実績、地域産業への貢献に関する資料、市民生活の向上に寄与したことが分かる資料その他本市の産業又は市民生活への貢献を確認することができる資料
(4) 勤務実績、社会的信望その他他の技能者の模範となる事情
　　勤続年数証明、在職証明書、営業証明書、勤務成績に関する表彰、役職歴に関する資料その他勤務実績、社会的信望又は模範性を確認することができる資料
